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東
　
方
　
學
　
第
八
十
五
輯

一

10◎

清
李
山
堂
『
六
十
家
小
説
』
を
め
ぐ
っ
て

一
『
寳
三
三
書
目
』
著
録
話
本
小
読
の
再
検
討
i
…

中
　
里
　
見

敬

論
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
話
本
小
説
の
研
究
は
、
酒
湯
の
探
索
を
中
心
に
大
き
な
成
果
が
見
ら

れ
、
共
通
の
物
語
内
容
が
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
様
々
に
受
け
縫

が
れ
再
生
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
－
）
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
物
語
内
容
の
起
源
と
文
學
様
式
と
し
て
の
話
本
小
雀
の
起
源
と

が
、
と
き
に
混
同
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
例
え

ば
、
『
醇
翁
談
録
』
に
記
録
さ
れ
た
講
談
の
題
目
か
ら
は
、
確
か
に
現

存
の
話
本
小
説
と
共
通
の
物
語
内
容
が
す
で
に
講
唱
文
藝
と
し
て
語
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
話
本
小
説
と
い
う
典
型
的

な
表
現
様
式
を
備
え
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
定
着
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か

は
、
物
語
内
容
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

　
本
稿
は
．
物
語
内
容
の
成
立
と
表
現
様
式
と
し
て
の
話
本
小
説
の
成

立
と
を
分
け
て
考
え
る
立
場
か
ら
、
『
寳
文
堂
書
目
』
著
録
の
話
本
小

剛
　
『
寳
文
堂
書
昌
』
は
三
元
話
本
を

著
録
す
る
と
い
う
蓮
説

　
宋
代
に
白
話
で
書
か
れ
た
講
談
の
語
聾
、
す
な
わ
ち
話
本
が
あ
っ
た

と
い
う
説
は
、
確
か
な
文
献
的
根
深
を
敏
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疑
問

を
抱
か
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
例
え
ば
警
迅
が
、

　
○
論
話
は
、
説
話
人
が
そ
れ
ぞ
れ
天
分
と
機
智
に
た
よ
っ
て
、
臨
機

　
　
鷹
攣
に
獲
曝
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
た
よ
り
と
す
る
毫
本
が

　
　
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
「
話
本
」
で
あ
る
（
2
）
。

と
い
う
と
き
、
講
談
に
關
す
る
歴
史
的
記
録
と
、
量
産
か
ら
毫
末
の
攣

文
が
汐
見
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
瓦
之
ま
だ
醜
貌
を
疑
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
『
京
本
通
俗
小
説
』
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
前
後
の
記

述
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
方
、
塘
田
渉
氏
は
、
「
話
本
」
と
い
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う
語
の
歯
学
の
用
法
を
分
析
し
た
結
果
．
そ
れ
は
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
指

す
の
で
は
な
く
、
「
故
事
」
「
実
話
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
論
謹

し
た
（
3
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
講
参
の
墓
本
、
あ
る
い
は
講
繹

を
言
落
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
話
本
が
．
宋
代
か
ら
存
在
し
た
と
い

う
説
は
、
今
瞬
廣
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　
『
寳
文
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
小
説
は
、
例
え
ば
諺
正
壁
が

次
の
よ
う
に
述
べ
る
よ
う
に
、
宋
元
の
話
本
を
多
く
含
む
と
見
な
さ
れ

て
き
た
。

　
○
寳
交
堂
書
目
の
作
者
晃
理
は
明
嘉
靖
の
時
の
人
で
あ
り
．
時
代
か

　
　
ら
言
っ
て
、
著
録
さ
れ
た
の
は
多
く
が
宋
元
の
奮
本
で
あ
る
は
ず

　
　
だ
（
4
）
。

さ
ら
に
．
宋
代
の
話
本
そ
の
も
の
が
傳
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
實
が

あ
る
た
め
に
、
宋
代
話
本
の
丈
丘
上
の
記
録
と
し
て
．
『
寳
文
堂
書
目
』

の
著
鋒
ほ
と
り
わ
け
重
覗
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
見
方
は
、
『
寳
文
堂
書
目
』
著
録
の
中
か
ら
、
　
且
ハ
騰
…
的
に

ど
れ
が
宋
元
話
本
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
異
観
第
（
5
）
や
胡
士
榮
（
6
）
の

研
究
へ
と
護
展
し
た
。
一
方
、
課
鼠
壁
は
時
代
特
定
に
は
身
重
な
態
度

を
と
り
、
物
語
内
容
の
考
謹
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
現
存
す
る
も

の
、
現
存
し
な
い
が
内
容
の
わ
か
る
も
の
、
存
秩
・
内
容
と
も
わ
か
ら

な
い
も
の
、
　
に
分
類
し
て
、
『
轡
∵
文
堂
書
窮
』
か
ら
百
十
二
種
の
話
本

を
抽
出
し
た
（
7
）
。

　
さ
ら
に
は
．
清
卒
山
堂
刊
行
の
話
本
は
、
『
寳
文
堂
書
目
』
に
著
録

清
羅
山
　
堂
『
六
十
家
小
醗
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
塁
見
）

さ
れ
た
宋
元
話
本
を
も
と
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
、
胡
士
肇
の

次
の
よ
う
な
説
さ
え
現
れ
る
に
至
っ
た
。

　
○
《
溝
亭
山
堂
話
本
》
の
二
十
九
篇
の
う
ち
、
《
寳
文
堂
書
芸
》
に

　
　
著
録
さ
れ
た
の
は
二
十
四
篇
の
多
き
に
の
ぼ
る
。
お
そ
ら
く
晃
氏

　
　
の
所
藏
は
、
　
一
部
分
洪
氏
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
晃
穏
で
篇
名
に
「
記
」
と
い
う
字
の
な
い
五
篇
は
、
洪
氏
の
刊
本

　
　
で
は
す
べ
て
「
記
」
字
が
あ
る
。
こ
れ
は
洪
氏
が
刊
刻
し
た
と
ぎ

　
　
に
加
え
た
も
の
に
違
い
な
く
、
晃
氏
の
藏
本
が
多
く
原
本
で
あ
っ

　
　
た
こ
と
を
謹
明
し
て
い
る
（
8
）
。

　
歴
史
記
録
と
書
羅
に
よ
る
こ
う
し
た
交
蔵
造
的
操
作
は
、
一
見
き
わ

め
て
客
観
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
表
現
様
式
へ
の
配

慮
を
怠
っ
た
ま
ま
、
輩
に
物
語
内
容
の
一
致
を
根
篠
と
し
て
、
宋
代
の

講
談
を
凝
し
た
話
本
が
存
在
し
た
は
ず
だ
と
い
う
固
定
観
念
を
瀧
足
さ

せ
る
結
論
を
導
き
や
す
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
『
醇
翁

談
録
』
の
記
録
と
、
『
寳
文
堂
書
囲
』
あ
る
い
は
現
存
の
話
本
小
説
と

が
一
致
す
る
と
、
た
だ
ち
に
そ
れ
は
宋
代
の
講
談
を
愛
し
た
話
本
だ
と

結
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
　
研
究
の
初
期
に
は
、
『
轡
　
文
堂
書
蜀
』
の
著
録
し

た
も
の
は
溝
李
山
堂
が
刊
行
し
た
話
本
で
あ
る
と
考
え
る
論
も
あ
っ
た

こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
罵
廉
と
、
そ
れ
を
承
け
た
陳
汝
衡
の

説
で
あ
る
。

　
○
私
は
か
つ
て
大
ま
か
に
考
謹
し
て
み
て
、
洪
氏
と
同
時
代
の
開
州

二
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東
　
方
　
翠
　
第
八
十
五
輯

　
　
の
藏
書
家
型
置
の
、
寳
文
堂
分
類
書
羅
・
子
難
類
の
著
録
す
る
か

　
　
な
り
の
話
本
は
、
十
三
の
刻
本
を
牧
め
た
も
の
だ
と
感
じ
た
（
9
）
。

　
○
洪
鞭
と
晃
痩
は
と
も
に
明
代
中
葉
嘉
靖
間
の
藏
書
家
で
あ
り
．
洪

　
　
梗
が
本
を
刻
す
る
や
い
な
や
、
晃
硬
は
た
だ
ち
に
牧
黙
し
た
よ
う

　
　
で
あ
る
（
－
o
）
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
研
究
の
方
向
が
定
着
す
る
に
つ
れ
て
．
こ
の

説
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
近
年
で
は
わ
ず
か
に
黄
永
年
氏
の
主
張

が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
○
現
在
ま
で
傳
わ
る
洪
鞭
《
満
平
出
堂
話
本
》
は
全
部
で
二
十
九
篇

　
　
で
あ
り
、
晃
硬
《
寳
交
堂
書
目
》
避
難
類
に
見
え
る
も
の
は
二
十

　
　
マ
サ

　
　
一
篇
あ
る
。
も
し
晃
藻
の
所
藏
が
洪
梗
以
前
の
奮
刻
で
あ
る
な
ら

　
　
ぽ
、
篇
昌
が
洪
櫓
の
刻
本
と
こ
れ
ほ
ど
ま
で
一
致
す
る
こ
と
は
あ

　
　
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
晃
藻
が
所
藏
し
著
録
し
た
小
鼠
話
本

　
　
は
、
《
紅
白
蜘
蛛
記
》
を
含
め
て
、
當
時
洪
鞭
ら
に
よ
っ
て
新
し

　
　
く
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
（
1
1
）
。

　
以
下
の
章
で
は
、
目
録
學
的
見
地
か
ら
馬
廉
ら
の
説
を
再
検
討
す

る
。

二
　
『
寳
文
堂
書
鶴
』
著
録
話
本
小
説
の
再
検
討

1
　
　
『
寳
文
堂
踏
臼
』
の
編
者
と
年
代

　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
目
録
類
存
目
に
『
寳
文
堂
分
類
書
昌
三

巻
』
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
編
者
の
晃
理
は
．
嘉
靖
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

年
の
進
士
。
そ
の
子
の
東
呉
は
、
嘉
靖
三
十
二
年
の
進
士
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
二
十
三
嘉
靖
辛
丑
科
（
二
十
年
）

の
、

　
○
晃
理
誤
答
交
集
一
巻
（
字
敏
、
開
州
人
、
國
子
監
司
業
）

お
よ
び
同
じ
く
巻
二
十
三
嘉
靖
癸
丑
科
（
三
十
二
年
）
の
、

　
○
晃
東
呉
遺
文
四
巻
（
字
適
応
、
茄
子
、
直
隷
開
州
人
、
庶
吉
士
）

と
い
う
記
載
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
1
2
）
。

　
一
方
、
『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
採
ら
れ
た
晃
理
蜜
交
堂
刊
行
の
四

種
の
刊
本
は
、
三
里
二
十
五
年
か
ら
嘉
靖
三
十
三
年
夏
間
に
出
て
い

る
（
1
3
）
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
甥
漸
し
て
衡
『
盛
業
錯
書
醸
』
に
は
嘉
靖

三
十
年
前
後
の
晃
氏
の
藏
書
が
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
．
『
四
二
提
要
』
は
以
下
の
よ
う
に
『
寳
文
堂
書
爵
』
の
得
失

を
ま
と
め
て
い
る
。

　
○
其
の
著
録
極
め
て
富
む
。
遠
く
は
古
本
に
解
す
る
能
わ
ず
と
難

　
　
も
、
毎
書
の
下
に
間
ま
纏
め
に
某
刻
と
註
明
す
る
は
、
亦
た
以
て

　
　
明
人
版
本
の
源
流
を
早
見
す
る
に
足
る
。
特
だ
其
の
編
次
法
無

　
　
く
、
類
濁
叢
雑
し
、
複
見
錯
出
す
る
者
、
一
な
ら
ず
し
て
足
く
、

　
　
殊
に
検
閲
を
妨
ぐ
。
蓋
し
博
き
を
愛
し
て
未
だ
精
な
る
こ
と
能
わ

　
　
ざ
る
者
な
ら
ん
（
垂
1
）
。

引
用
の
前
孚
部
分
に
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
「
宋
刻
」
「
元
刻
」
「
國
初

刻
し
あ
る
い
は
「
杭
刻
」
「
内
府
刻
」
と
い
っ
た
注
が
冤
ら
れ
る
。
ま

た
主
と
し
て
同
一
書
の
異
な
る
版
が
著
録
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
薪
刻
」
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「
奮
刻
」
と
い
う
注
を
付
し
て
い
る
。

　
『
寳
文
堂
書
目
』
は
北
京
圖
書
館
に
唯
一
の
抄
本
を
所
毒
す
る
の
み

で
、
ま
ず
一
九
二
九
年
に
趙
萬
里
の
蹟
を
付
し
て
『
國
立
話
亭
圓
書
館

月
刊
』
第
三
巻
第
一
～
四
、
六
書
に
翻
印
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
七

年
忌
古
典
文
學
出
版
祉
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
版
を
用
い

る
◎2

　
三
厩
山
堂
と
そ
の
出
版
活
動

　
清
の
丁
申
『
武
林
藏
書
録
』
の
「
洪
氏
列
代
悪
書
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

　
○
（
洪
鐘
）
…
…
。
孫
梗
、
字
子
美
、
蔭
も
て
嘉
事
府
主
簿
と
な
る
。

　
　
先
世
の
遺
を
承
け
、
繧
締
積
盆
す
。
校
刊
を
嘉
事
と
し
、
既
に
精

　
　
に
し
て
且
つ
多
し
。
今
に
揺
る
ま
で
流
噛
す
る
者
、
路
史
の
天
緑

　
　
琳
榔
に
見
ゆ
る
が
如
き
は
、
其
の
校
印
頗
る
佳
く
、
嗜
古
に
深
き

　
　
を
穂
さ
る
。
交
選
は
李
土
嚢
堕
賞
記
に
見
え
、
田
叔
禾
の
序
は
、

　
　
其
の
宋
本
を
得
て
重
蔵
し
、
校
讐
の
精
緻
な
る
こ
と
、
冷
刻
を
途

　
　
え
、
且
つ
文
雅
稔
す
る
に
足
る
有
る
者
と
稽
す
（
1
5
）
。

　
杭
州
の
洪
氏
は
、
南
宋
に
洪
晧
（
忠
宣
公
）
が
郵
陽
か
ら
杭
州
に
移

っ
て
以
來
の
名
門
で
、
『
夷
堅
志
』
で
有
名
な
洪
湛
も
そ
の
家
系
に
囑

す
。
そ
し
て
、
清
代
に
至
る
ま
で
代
々
進
士
や
學
人
を
輩
出
し
綾
け

た
。
洪
氏
の
よ
う
な
名
門
が
小
説
の
出
版
に
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
銘

記
に
値
す
る
。

　
　
　
清
李
由
堂
『
六
十
家
小
論
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
見
）

　
清
卒
山
堂
が
刊
行
し
た
書
籍
の
う
ち
．
話
本
小
説
以
外
で
今
臼
確
認

で
き
る
も
の
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
【
】
に
典
擦
を
以
下
の
略
號

に
よ
っ
て
記
す
。
鋼
北
】
北
京
読
書
館
古
籍
善
本
書
呂
　
　
門
内
】
内
閣

文
庫
漢
籍
分
類
目
録
　
　
出
京
】
京
都
大
藩
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
目
録

（
以
上
、
現
藏
書
鑓
）
　
馬
標
】
増
訂
青
菜
簡
明
目
録
標
注
　
　
四
藏
】
藏

園
群
書
経
眼
録
　
【
明
】
明
代
版
刻
綜
録
　
四
馬
】
馬
廉
「
影
印
天
一

閣
薔
藏
雨
窃
集
献
枕
集
序
」

　
○
路
史
四
十
七
巻
　
宋
羅
泌
撰
　
嘉
苗
齢
　
　
【
北
、
標
M

　
O
洪
鞭
高
峯
繋
藥
擾
生
類
八
種
二
分
巻
　
並
並
二
十
五
年
刊
　
【
明
】

　
　
　
馨
學
権
輿
　
壽
親
養
老
新
書
　
食
治
養
老
方
　
太
上
玉
軸
氣
訣

　
　
　
陳
虚
白
嚢
中
指
南
　
霞
外
雑
姐
　
逸
游
事
宜
　
紳
光
経

　
○
新
編
分
類
夷
堅
志
五
十
一
巻
　
宋
洪
遽
撰
　
葉
租
榮
輯
嘉
靖
二

　
　
十
五
年
刊
　
　
【
北
、
内
、
標
、
藏
】

　
○
給
事
指
蒙
　
　
【
馬
】

　
〇
重
臣
注
文
選
六
十
巻
　
嘉
靖
二
十
八
年
刊
　
門
北
、
内
、
京
、
標
M

　
O
唐
詩
愁
事
八
十
一
巻
　
宋
計
有
功
撰
　
絶
尽
二
十
四
年
刊
　
織
北
、

　
　
内
、
標
、
藏
】

　
○
蓉
塘
詩
話
二
十
巻
　
明
姜
南
撰
　
当
無
三
十
六
年
刊
　
【
北
、
標
、

　
　
藏
】

次
に
、
漕
卒
山
堂
が
刊
行
し
た
小
説
は
、
以
下
の
合
計
二
十
九
篇
が
残

っ
て
い
る
（
1
6
）
。

　
○
内
閣
文
庫
藏
本
　
十
五
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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○
天
一
閣
奮
藏
本
（
馬
廉
獲
見
、
北
京
大
學
圖
書
館
王
立
）
十
二
篇

　
○
阿
英
護
見
本
（
北
京
圖
書
館
現
藏
）
二
篇

馬
身
護
見
本
に
は
、
黒
潮
に
「
雨
金
集
」
「
歌
枕
集
」
と
い
う
題
字
が

あ
る
こ
と
．
そ
し
て
そ
れ
が
『
四
明
天
一
身
振
書
警
録
』
（
玉
簡
齋
叢

書
所
牧
）
　
の
「
雨
臆
集
（
二
本
）
」
「
数
枕
集
（
二
本
）
」
と
い
う
著
録

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
廉
は
天
一
閣
三
三
本
で
あ
る
と
推
定
し

た
。
そ
し
て
「
雨
蛙
集
」
「
歌
枕
集
」
と
い
う
題
字
は
萢
氏
が
天
一
閣

に
所
回
す
る
と
き
に
つ
け
た
雅
名
だ
と
し
．
溝
李
山
堂
が
刊
行
し
た
と

き
に
は
総
名
が
な
か
っ
た
と
論
じ
た
（
1
7
）
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
顧
修

『
彙
菊
合
琶
初
編
』
の
次
の
よ
う
な
記
載
（
1
8
）
が
、
戴
望
野
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
た
（
1
9
）
。

　
〇
六
家
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
雨
窃
集
十
巻
　
瓦
燈
集
十
巻
　
繁
繁
集
十
巻
　
歌
枕
集
十
毬

　
　
解
聞
集
十
雀
　
醒
夢
集
十
巻

さ
ら
に
現
在
で
は
、
「
六
家
小
説
」
は
、
『
西
湖
遊
覧
志
』
（
嘉
恵
堂

本
）
第
二
巻
の
次
の
記
蓮
に
よ
っ
て
、
「
六
十
家
小
説
」
の
誤
り
だ
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。

　
〇
六
十
家
小
読
載
有
西
湖
三
三
、
時
出
迷
惑
漉
入
．
故
墜
師
作
三
塔

　
　
以
鎭
之
（
2
0
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
清
李
山
堂
が
刊
行
し
た
小
説
は
、

一
集
に
十
篇
ず
つ
を
薦
め
．
計
六
集
六
十
篇
か
ら
な
る
総
集
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　
『
六
十
家
小
面
』
刊
行
の
時
期
に
つ
い
て
、
嘉
靖
二
十
年
か
ら
三
十

年
の
間
で
あ
ろ
う
と
い
う
馬
廉
の
推
定
は
（
2
1
）
、
今
揖
知
ら
れ
る
漕
卒

山
堂
の
出
版
活
動
か
ら
み
て
も
愛
當
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
寳
文

堂
書
目
』
の
著
録
に
、
溝
李
山
堂
の
刊
行
し
た
小
説
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
は
二
軍
的
に
十
分
あ
り
う
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

3
　
　
『
馨
蝋
文
堂
馬
蹄
日
伺
』
熱
二
手
と
『
ぬ
ハ
十
二
小
朝
覗
』

　
　
　
の
比
較
検
討

　
『
寳
文
堂
書
蜀
』
に
は
、
溝
雫
由
堂
が
刊
行
し
た
と
思
わ
れ
る
書
籍

が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
心
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

巻巻巻巻巻巻巻
下下下中中上上

佛藝讐子類詩史
藏譜書雑書詞

う
ち
二
種
に
は
「
杭
刻
」

山
堂
の
刊
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

刻
）
L
は
、
「
唐
詩
隠
事

考
に
な
る
（
2
3
）
。
他
の
五
種
に
つ
い
て
は
、

路
史
唐
詩
紀
事
（
杭
刻
）

夷
堅
志
（
杭
刻
）

霞
外
電
罵

声
親
養
老
書
（
2
2
）

総
事
指
蒙

神
光
経

　
の
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
杭
州
の
洪
梅
清
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
唐
詩
紀
事
（
杭

（
習
府
刻
）
」
と
匿
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
著
録
か
ら
だ
け
で
は
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清
三
三
堂
刊
本
で
あ
る
と
い
う
確
謹
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
例
え
ば

『
旧
史
』
は
時
代
の
下
る
萬
十
手
可
傳
刻
本
・
崇
禎
呉
弘
基
訂
化
玉
齋

刻
本
以
外
に
明
版
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
清
卒
山
堂
刊
本
で

あ
る
可
能
性
は
捨
て
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
嘉
靖
二
十
八
年
刊
行
の
『
六

臣
注
文
選
』
と
嘉
靖
三
十
六
年
刊
行
の
『
蓉
塘
詩
話
』
が
著
録
さ
れ
て

い
な
い
の
ぱ
、
『
寳
文
堂
鷲
鼻
』
の
著
録
年
代
の
下
限
が
こ
の
頃
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
六
十
家
小
説
』
に
つ
い
て
は
、
實
際
に
集
名
が
『
寳

交
堂
書
蔭
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
一
盛
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
巻
中
　
子
難
　
随
航
集
（
十
種
）

『
彙
刻
書
目
初
編
』
は
集
名
を
載
せ
て
い
る
も
の
の
、
現
存
の
「
雨

窟
」
「
畝
枕
」
雨
集
は
、
等
根
に
題
字
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
本
文
中

に
集
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
集
名
が
著

録
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
理
解
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
存
す
る
内
閣
文
庫
藏
の
集
名
不
明
の
十
五
篇
と
「
献

枕
集
」
に
相
回
す
る
七
篇
は
、
『
寳
丈
堂
書
目
』
で
は
す
べ
て
一
篇
ず

つ
の
旧
名
で
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
六
十
家
小
説
』
の
現
存

す
る
二
十
九
篇
の
作
品
で
著
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
「
雨
選
集
上
」

に
牧
め
ら
れ
た
わ
ず
か
五
篇
に
す
ぎ
な
い
。
表
に
し
て
示
す
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

溝
…
李
山
堂
『
六
十
家
小
説
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
晃
）

『山

n
十
家
小
塚
』

『
雲
南
家
書
鑓
』

柳
巻
新
詩
酒
湯
江
縷
記

簡
貼
和
三

園
湖
三
塔
戸

越
同
文
字
記

風
月
瑞
仙
境

三
橋
記

快
嘱
李
翠
蓮
記

洛
陽
三
怪
記

風
月
相
思

張
子
房
慕
道
記

陰
購
積
善

陳
巡
検
梅
嶺
失
旧
記

五
戒
輝
三
三
紅
蓮
記

刎
頸
鴛
鴛
會

楊
温
欄
路
油
墨

以
上
、

題
敏
死
生
交
萢
旧
記
黍

窺
書
卿
記

簡
日
和
爾

西
湖
三
冠
記

合
同
交
渉
記

風
月
瑞
仙
亭

・
脳
橋
記

．
快
騰
李
翠
蓮

洛
陽
三
惑

風
月
相
思

張
子
房
慕
道

・
陰
毛
積
善

陳
巡
検
梅
三
二
妻

五
戒
輝
師
三
一
蓮

刎
鶏
鴛
鴛
會

揚
温
雀
隠
虎
傳

内
閣
文
庫
藏
本
十
五
篇

以
上
、

老
薦
唐
直
諌
漢
文
帝

漢
李
廣
世
號
飛
三
軍

羊
角
哀
鬼
卸
町
輌

万
一
難
黍
死
生
交

天
一
閣
奮
藏
「
三
三
集
上
」

　
　
　
　
二
篇

薦
唐
直
諌
漢
文
帝

李
慶
世
號
將
軍

／、
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葵
關
眺
†
弔
諸
葛

冷
川
薫
環
疑
覇
王

李
元
呉
手
救
翌
翌

以
上
、

題
一

回
敏
（
唾
2
）

以
上
、

花
燈
輔
垂
髪
成
佛
二

曹
伯
明
夕
勘
玄
鶴

錯
認
屍

董
永
三
三
傳

戒
指
兜
記

以
上
、

｝
嚢
關
挑
†
吊
諸
葛

津
川
根
深
疑
覇
王

　
　
　
　
　
　
…
李
元
呉
江
救
非
運

天
一
閣
奮
藏
「
国
喪
感
嘆
」
五
篇

履
杏
箏
春

霧
翠
軒
記

阿
英
獲
見
残
本
二
篇錘銑紐錘重

天
一
閣
奮
藏
「
義
塾
集
上
」
五
篇

　
『
寳
文
堂
書
目
』
の
著
録
す
る
題
名
と
現
存
す
る
『
六
十
家
小
読
』

の
題
名
と
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
、
黄
永
年
氏
が
い
う

よ
う
に
、
『
寳
文
堂
書
蟹
』
が
著
録
し
た
の
は
『
六
十
家
小
説
』
に
ほ

か
な
ら
な
い
こ
と
を
端
的
に
裏
付
け
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、

例
え
ば
『
酔
翁
談
録
』
の
記
載
と
『
六
十
家
小
説
』
を
比
較
し
た
場
合

よ
り
も
、
・
は
る
か
に
正
確
な
一
致
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
宋
刻
」

「
元
刻
」
「
掃
初
刻
」
と
い
っ
た
注
が
一
つ
も
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
も
、
『
寳
文
堂
書
属
』
の
著
録
が
い
わ
ゆ
る
紀
元
話
本
の
原
本
そ

七

の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
説
は
十
分
成
立
し
う
る
と
思
う
。
『
寳
文
堂

書
目
』
の
著
録
で
は
し
ぼ
し
ぼ
「
記
」
字
が
打
落
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
著
録
に
際
し
て
生
じ
た
現
象
と
し
て
ま
ま
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
前
掲

の
胡
士
榮
の
説
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
以
上
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る

こ
と
が
餐
當
で
あ
ろ
う
。
晃
氏
寳
影
堂
は
洪
氏
清
卒
山
堂
の
刊
行
し
た

書
物
を
お
お
む
ね
購
入
し
．
『
寳
交
届
書
昌
』
に
著
録
し
た
。
寳
文
堂

の
藏
書
に
は
『
六
十
家
小
読
』
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
著
録
の
方
針
が

一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
「
随
航
集
」
だ
け
は
集
名
で
著
録
さ
れ
、

そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
各
小
説
の
篇
名
で
著
録
さ
れ
た
。
ま
た
一
班
に
綴

じ
ら
れ
て
い
た
「
雨
窃
集
上
」
の
五
篇
は
何
ら
か
の
理
由
で
失
わ
れ
た

た
め
、
『
寳
文
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

三
　
『
六
十
家
小
説
』
の
復
元

　
『
寳
文
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
話
本
小
書
は
『
六
十
家
小

説
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
義
し
て
き
た
以
上
の
考
察
が
愛
當
で
あ

る
な
ら
ぽ
、
逆
に
『
寳
文
堂
書
目
』
を
利
用
し
て
、
『
六
十
家
小
読
』

の
す
で
に
失
わ
れ
た
篇
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

1
　
熊
葛
峯
刊
行
の
小
説

　
萬
暦
間
に
熊
龍
峯
の
忠
正
堂
が
刊
行
し
た
小
設
は
、
四
篇
が
「
内
閣
文

庫
に
現
存
し
て
い
る
（
2
5
）
。
そ
の
う
ち
の
一
篇
「
薦
替
玉
風
月
相
思
」



は
、
『
六
十
家
小
説
』
に
現
存
す
る
「
風
月
相
思
」
と
重
複
し
て
い

る
。
爾
者
を
比
較
封
照
し
て
み
る
と
、
わ
ず
か
な
文
字
の
異
同
を
除
い

て
完
全
に
一
致
す
る
。
他
の
三
篇
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
『
六
十
家

小
説
』
の
中
に
は
見
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、
『
寳
文
堂
書
目
』
に
は
い

ず
れ
も
該
當
す
る
作
品
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
實
か
ら
、

熊
龍
峯
刊
行
の
小
説
は
、
『
六
十
家
小
説
』
に
基
づ
い
て
刊
刻
し
た
と

推
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
寳
文
堂
書
目
』
　
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
熊
龍
峯
の

刊
本
が
現
存
す
る
三
篇
を
、
『
六
十
家
小
説
』
の
蔵
本
と
し
て
復
元
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

『
寳
交
駅
亭
昌
』

孔
淑
芳
記

風
月
相
思

失
記
章
毫
柳

彩
驚
燈
記
（
2
6
）

一『

Z
郭
勤
聾
熊
襲
梨

1◎7

　　風
選秩月扶
　　相
　　思

2
　
　
『
寳
文
堂
書
目
』
著
録
と
「
預
言
し

　
・
次
に
、
『
六
十
家
小
読
』
が
ど
の
よ
う
に

て
い
る
か
を
表
に
ま
と
め
て
み
る
。

a
　
「
三
言
」
に
受
け
綴
が
れ
た
も
の

孔
淑
芳
讐
穂
懸
墜
傳

薦
伯
玉
風
月
相
思
小
説

茎
長
公
章
毫
柳
傳

張
生
彩
鷲
燈
傳

「
三
三
」
に
受
け
縫
が
れ

溶
卒
由
堂
『
六
十
家
小
説
懸
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
見
）

『
曝
露
一
書
蟹
』

割
書
卿
記

三
三
和
尚

風
月
瑞
仙
亭

薩
摩
検
梅
嶺
失
妻

五
戒
輝
師
私
領
蓮

刎
鶏
鴛
三
三

羊
田
富
鬼
職
事
剃

苑
弁
難
黍
死
生
交

李
元
昊
江
救
朱
蛇

無無彩
驚
燈
記

『
六
十
家
小
説
』

．
柳
書
卿
詩
酒
翫
江
縷
一

己
貼
和
爾

風
月
瑞
仙
亭

国
巡
検
梅
嶺
失
妻
記

五
戒
輝
師
私
紅
蓮
記

刎
頸
鴛
黒
垂

題
鋏
死
生
工
女
張
鶏
黍

李
元
呉
江
救
朱
蛇

三
三
四

戒
指
晃
記

侠

「
三
惑
」

b

「
三
言
」
に
受
け
縫
が
れ
な
か
っ
た
も
の

『
寳
文
堂
書
濁
』

『∴

n
十
家
小
一
覗
』

西
湖
三
塔
記

合
同
文
字
記

土
橋
記

快
騰
李
翠
蓮

洛
陽
三
怪

風
月
相
思

張
子
房
慕
道

西
湖
三
塔
記

合
同
文
字
記

藍
橋
記

快
嘱
李
紅
蓮
記

洛
陽
三
二
記

風
月
相
思

張
子
房
慕
道
記

古
1
2

古
3
5

警
6
入
話

古
2
◎

古
3
0

警
3
8

古
7

古
1
6

古
鍛
警
3
3

古
4

古
2
3八
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東
　
方
　
學
　
第
八
十
五
輯

　
陰
驚
積
善

　
楊
温
欄
暴
虎
傳

　
素
謡
直
諌
漢
文
帝

　
李
廣
世
號
將
軍

　
夢
關
銚
†
吊
諸
葛

　
警
川
露
量
疑
覇
王

　
梅
無
事
春

　
翁
翠
軒
記

　
無
　
無
　
無
　
素
槍
芳
記

　
失
記
章
毫
柳

　
他
方
、
「
三
言
」

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

が
一
致
す
る
作
品
の
あ
る
こ
と
が
、

れ
て
い
る
（
2
7
）
。
そ
れ
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

c
　
『
寳
文
堂
書
目
』
著
録
と
「
三
三
」
の
一
致
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
『
寳
交
堂
書
目
』
　
　
｝
　
「
三
七
」

種
瓜
張
老

錯
斬
崔
寧

出
亭
児

　
　
陰
騰
積
善

　
　
楊
温
欄
路
虎
傳

　
　
老
薦
唐
直
諌
漢
文
帝

　
　
漢
李
廣
世
號
飛
粛
軍

　
　
葵
關
申
す
弔
諸
葛

　
　
雲
斗
薫
深
疑
覇
王

　
　
題
敏

　
　
題
敏

　
　
花
燈
蠣
蓮
女
成
旧
記

　
　
曹
伯
明
錯
勘
賊
記

　
　
董
豊
里
仙
博

　
・
侠

　
　
侠

の
中
に
は
、
現
存
す
る
『
六
十
家
小
説
』
に
は
牧

　
　
『
寳
交
堂
書
目
』
に
見
え
る
題
名
と
物
語
内
容

　
　
　
　
　
　
す
で
に
謳
正
壁
に
よ
っ
て
指
摘
さ

　
　
　
　
　
マ
マ

張
古
老
種
瓜
聚
文
女
（
古
3
3
）

」
十
五
貫
戯
言
成
巧
渦
（
醒
3
3
）

㎝
萬
秀
娘
仇
報
山
亭
児
（
警
3
7
）

九

　
小
金
銭
記
　
　
　
　
　
　
小
夫
人
金
銭
贈
年
少
（
警
1
6
）

　
玉
観
晋
　
　
　
　
　
　
　
羅
待
詔
生
死
冤
家
（
警
8
）

　
燕
凶
逢
故
入
鄭
意
娘
傳
　
豊
隆
温
燕
山
颪
故
人
（
古
2
4
）

　
齊
曼
三
二
桃
殺
三
悪
士
　
曇
卒
仲
二
桃
殺
三
士
（
古
2
5
）

　
沈
烏
晃
豊
眉
記
　
　
　
　
沈
小
官
一
病
害
七
命
（
古
2
6
）

　
任
珪
五
穎
頭
記
　
　
　
　
任
孝
子
烈
性
軍
神
（
古
3
8
）

　
趙
正
侯
興
　
　
　
　
　
　
宋
四
公
大
醐
禁
魂
張
（
古
3
6
）

　
趙
三
三
仁
宗
傳
　
　
　
　
趙
伯
昇
瀬
高
遇
仁
宗
（
古
！
1
）

　
史
三
三
傳
　
　
　
　
　
　
史
弘
肇
龍
虎
君
臣
會
（
古
1
5
）

　
金
旧
記
　
　
　
　
　
　
　
寝
押
細
金
鰻
産
綱
（
警
2
◎
）

　
宿
香
亭
記
　
　
　
　
　
　
宿
香
亭
張
浩
遇
鶯
鶯
（
警
2
9
）

　
勘
靴
兇
　
　
　
　
　
　
　
勘
皮
靴
翠
謹
二
郎
紳
（
醒
1
3
）

　
合
色
鮭
見
　
　
　
　
　
　
陸
五
漢
硬
留
合
色
鮭
（
醒
1
6
）

　
紅
白
蜘
蛛
記
　
　
　
　
　
鄭
節
使
立
功
紳
腎
弓
（
醒
3
1
）

『
六
十
家
小
説
』
の
復
元
に
際
し
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
う
ち
。
表
で

あ
る
。
す
で
に
失
わ
れ
た
『
六
十
家
小
論
』
の
一
部
で
、
「
二
言
」
に

牧
録
さ
れ
た
も
の
が
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
現
存
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
特
に
、
以
下
の
三
篇
は
．
「
三
言
」
の
旧
名
の
下
に
『
寳
文
堂
書

目
』
と
一
致
す
る
題
注
が
あ
り
、
「
三
言
」
は
現
在
は
失
わ
れ
た
『
六

十
家
小
説
』
に
依
強
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。



翼
堂
青
三

錯
斬
崔
寧

玉
山
晋

十
徳
記

　
「
三
三
」

十
五
貫
戯
言
成
巧
妙
（
宋
動
作
錯
斬
崔
寧
）

崔
待
詔
生
死
冤
家
（
町
人
小
説
（
2
8
）
題
作
畷

　
　
　
　
　
　
　
玉
観
音
）

計
押
番
金
鰻
産
渦
（
奮
賦
金
鰻
記
）

小
金
銭

下
金
銭
記

　
ま
た
、
孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
論
書
辞
』
巻
一
二
元
部
は
、
銭
曾

『
述
古
回
書
鶴
』
の
著
録
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
抄
本

の
『
述
古
叢
書
臼
』
（
3
1
）
に
は
、
『
也
是
園
書
目
』
著
録
の
十
二
篇
に
加

え
て
、
さ
ら
に
次
の
著
録
が
あ
る
と
い
う
。

1◎9

3
　
　
『
也
薬
園
書
醸
』
お
よ
び
『
述
古
字
書
蔭
』
著
録
の
小
読

　
次
に
、
，
通
俗
小
説
を
比
較
的
多
く
著
録
し
て
い
る
．
餌
飼
銭
曾
の
藏

書
目
録
を
検
討
す
る
。
ま
ず
『
也
乾
熱
藏
書
目
』
（
2
9
）
雀
十
に
は
、
「
宋

人
詞
話
」
（
3
◎
）
の
項
に
十
二
篇
の
小
説
の
篇
名
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

『
也
是
璽
冒
三
『
箋
堂
書
様

燈
花
婆
婆

種
瓜
張
奮

戦
羅
蓋
頭

女
報
冤

風
吹
蠣
兜

錯
一
図
寧

小
亭
児

西
湖
三
塔

薦
玉
梅
團
圓

簡
蒸
和
爾

李
繰
生
業
陣
雨

燈
花
婆
婆

「
種
瓜
掃
墨

紫
羅
蓋
頭

女
報
冤

風
吹
蠣
兜

紅
霞
崔
寧

．
山
亭
児

西
湖
三
塁
記

漏
玉
梅
記

、
忍
業
画
一

李
換
生
心
陣
並
置

『
六
十
家
小
説
』

西
湖
三
塔
記

簡
貼
和
爾

清
畢
山
↑
堂
『
点
ハ
十
家
小
説
』
を
め
ぐ
っ
て
　
（
中
m
黒
見
）

　
『
聖
駕
堂
書
葭
』

薄
書
卿
翫
江
縷
記

合
同
文
字
記

風
月
瑞
七
瀬

朱
希
眞
春
閨

瀟
丁
丁
水
記

『
寳
交
堂
島
欝
』
一
　
『
六
十
家
小
説
』

翻
心
回
訓
…
…
…
墨
書
下
馬
酬
翫
江
縷
記

…A口

ｯ
順
字
記
　
　
合
同
交
字
記

　
　
　
　
　
　
　
風
月
瑞
仙
亭

嵐
月
瑞
仙
亭

朱
希
眞
春
閏
有
感

薫
同
覚
水
記
　
㎝

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

『
也
是
園
書
饅
』
お
よ
び
抄
本
『
述
古
隷
書
掻
』
に
著
録
さ
れ
た
十
七

篇
の
小
説
が
、
ほ
ぼ
完
全
に
『
寳
文
堂
書
目
』
の
著
録
と
一
致
す
る
こ

と
は
、
雨
者
の
記
載
が
共
通
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
寳
文
堂
書
濤
』
は
『
六
十
家
小
説
』
を

著
録
し
て
い
る
と
い
う
前
章
の
考
察
に
基
づ
け
ば
、
そ
の
共
通
の
テ
ク

ス
ト
が
『
六
十
家
小
説
』
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
う
。
特

に
う
ち
五
篇
が
現
存
の
『
六
十
家
小
量
』
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
以
上

の
假
定
の
妥
當
栓
を
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
残
る
十
二
篇
は
、

『
六
十
家
小
説
』
の
現
在
失
わ
れ
た
部
分
に
牧
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え

一
〇
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東
、
方
　
學
　
第
八
十
五
輯

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
銭
曾
の
書
目
に
著
録
さ
れ
る
十
七
篇
が
『
六
十
家
小

面
』
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
先
の
三
十
二
篇
に
加
え
て
、
新
た
に
十
二

篇
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
先
に
『
六
十
家
請
設
』

の
謡
本
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
表
か
ら
、
「
種
下
張

老
」
「
錯
斬
髪
黒
し
「
山
亭
児
」
「
小
金
銭
記
」
の
四
篇
を
そ
れ
と
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
◎

4
　
　
『
六
十
家
小
説
』
の
復
元

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
『
六
十
家
小
論
』
二
十
九

篇
（
う
ち
『
寳
文
堂
書
掻
』
に
著
録
さ
れ
た
も
の
二
十
四
篇
、
著
録
か

ら
漏
れ
た
「
雨
窃
極
上
」
五
篇
）
に
、
熊
藤
津
刊
行
の
四
篇
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
（
う
ち
重
複
一
篇
）
、
ま
ず
『
六
十
家
小
論
』
の
三
十

二
篇
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
掲
a
表
お
よ
び
b
表
の
合
計

三
十
二
篇
で
あ
る
。
　
つ
い
で
、
「
三
言
」
　
の
題
注
が
『
寳
文
堂
書
目
』

と
一
致
す
る
三
篇
、
お
よ
び
『
也
是
園
書
目
』
『
置
去
堂
書
目
』
著
録

の
十
二
篇
を
新
た
に
『
六
十
家
小
論
』
所
牧
の
も
の
と
推
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
（
う
ち
重
複
一
篇
…
）
、
最
終
的
に
四
十
六
篇
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
う
ち
三
十
九
篇
ま
で
は
熊
龍
峯
刊
本
や
「
三
言
」
な
ど
で
補

う
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
完
全
な
侠
本
は
七
篇
に
す
ぎ
な
い
。

　
残
る
十
四
篇
の
う
ち
、
「
随
航
集
」
と
し
て
一
括
し
て
著
録
さ
れ
た

一

十
篇
の
篇
名
は
、
『
寳
文
堂
書
欝
』
か
ら
は
知
る
す
べ
が
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
『
寳
文
堂
書
目
』
の
著
録
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
持
ち
、

ま
だ
『
六
十
家
小
説
』
で
あ
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

四
篇
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
「
雨
窃
憶
断
」
と
同
檬
に
．
「
雨

選
集
下
」
所
牧
の
各
篇
も
『
寳
文
堂
書
潤
』
に
著
録
さ
れ
な
か
っ
た
と

す
れ
ぽ
、
残
る
四
篇
の
う
ち
「
雨
窃
集
下
」
内
牧
の
も
の
は
『
寳
交
堂

書
目
』
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ら
最
後
の
四
篇
の
う
ち
、
　
の
ち
「
三
言
」
に
採
ら
れ
た
も
の

は
、
前
掲
。
表
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
「
三
言
」

に
採
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
謳
轟
轟
が
「
丙
　
存
秩
和
内

容
都
不
可
素
的
」
の
項
に
題
名
だ
け
を
列
呈
し
て
い
る
（
3
2
）
が
、
そ
の

中
の
ど
れ
が
『
六
十
家
小
説
』
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
全
く
不

可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
目
録
學
上
の
操
作
に
よ
っ
て
復
元
で
き
る
『
六
十
家

小
説
』
は
、
以
上
を
限
度
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め

れ
ば
、
衣
の
よ
う
に
な
る
。

『
寳
文
堂
書
目
』

『
六
十
家
小
説
』
　
　
　
そ
の
他

紅鮭虹彊

龍
燈
輻
塗
壁
論
罪
記

曹
洋
紅
錯
勘
融
記

野
鶏
屍

董
永
遇
仙
傳

警
3
3
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無
　
　
　
｝
戒
箆
記

以
上
．
天
一
閣
奮
藏
「
雨
窩
集
上
」

9
・

9
。

？
・

塑
・9

・

以
上
．
「
雨
窃
集
下
」
（
侠
）

羊
角
哀
鬼
戦
荊
朝

萢
張
灯
影
死
生
交

題
敏
死
生
動
乱
郵
貯
黍

9
・

“
。

？
。

以
上
、
天
一
閣
薔
藏
「
欲
枕
集
上
」
（
残
）

薦
唐
直
諌
漢
丈
帝

李
廣
世
號
二
軍

葵
關
挑
†
吊
諸
葛

誓
川
瀟
探
疑
覇
王

李
元
呉
江
二
朱
蛇

老
薦
唐
直
諌
漢
文
帝

漢
李
廣
世
號
飛
二
軍

葵
断
髪
†
弔
諸
葛

三
州
薫
環
疑
覇
王

李
元
呉
江
救
朱
蛇

以
上
．
天
一
閣
蕾
藏
「
款
枕
墜
下
」

無
　
　
　
［
？

弄古古
16　7

…
夏

磁整盤鉦虹癌盤盤鉦

？
・

雫
・

？
・

塑
・

？
。

？
。｛

ソ
。

9
。
万

以
上
、
　
「
薩
航
集
し
（
侠
）

柳
者
卿
記

簡
帖
和
尚

西
湖
三
塔
記

合
同
文
字
記

風
月
瑞
仙
亭

柳
誉
卿
詩
酒
翫
江
縷
記

簡
貼
和
尚

西
湖
三
塔
記

合
同
文
字
記

風
月
瑞
仙
亭

以
上
．
霞
台
交
庫
藏
第
一
研

藍
橋
記

快
鵬
李
翠
蓮

洛
陽
三
三

風
月
相
思

張
子
房
慕
道

藍
橋
記

快
嘱
李
翠
強
記

洛
陽
三
豊
記

風
月
相
思

張
子
房
慕
道
記

以
上
．
内
閣
文
庫
藏
第
二
珊

古古
351毒

茸
減
上
話

熊

滞
李
由
堂
『
六
十
家
小
説
騒
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
見
）

＝
一
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陰
購
積
善

陳
巡
検
梅
嶺
失
妻

五
戒
輝
師
私
紅
蓮

刎
鶏
鴛
鴛
會

楊
温
欄
路
虎
傳

以
上
、

梅
杏
孚
春

蒲
翠
軒
記

陰
騰
積
善

陳
巡
検
梅
三
盛
妻
記

五
戒
旧
師
三
盛
蓮
記

刎
頸
回
三
三

四
温
回
路
虎
傳

内
閣
文
庫
皆
紅
三
際

以
上
、

彩
鷺
燈
雨

渓
淑
実
記

失
記
章
毫
柳

辻
斬
崔
寧

玉
観
音

金
鳥
記

燈
花
三
婆

書
誌
張
老

山
亭
児

薦
玉
梅
記

小
金
銭
記

紫
一
蓋
頭

女
報
冤

一
震

恵
敏

阿
英
獲
見
残
本三雲扶｛失秩犯罪秩秩秩侠侠一

転古古
383020

熊
　
古
2
3

熊熊…
醒
3
3

奪
冒
警
2
0

古
3
3

卒
妖
傳
第
一
回

警
3
7

警
1
6

風
吹
蠣
児

李
換
生
五
陣
雨
記

朱
希
眞
春
閨
有
感

薫
同
然
水
記

　
以
上
、
写
本

三所秩侠

（
存
・
淺
本
二
十
九
篇
、
侠
本
十
七
篇
）

お
わ
り
に

二
ご

　
本
稿
の
結
論
を
要
約
す
れ
ぽ
衣
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
寳
文
堂
書
目
』

著
録
の
小
記
名
と
『
六
十
家
小
謁
』
の
篇
名
と
が
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す

る
こ
と
、
正
嫡
山
堂
刊
行
の
他
の
書
籍
が
『
寳
文
堂
書
目
』
に
著
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
黙
を
主
な
根
擦
と
し
て
穐
『
舞
文
聖
書
昌
』
著

録
の
小
説
は
い
わ
ゆ
る
宋
元
話
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
逆
撃
山
堂
の

『
六
十
家
小
説
』
で
あ
る
と
い
う
馬
廉
ら
の
説
を
目
録
學
的
に
謹
明
し

た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
『
六
十
家
小
説
』
の
復
元
を

試
み
、
現
存
の
二
十
九
篇
に
加
え
て
、
熊
龍
峯
刊
行
の
三
篇
、
「
三
言
」

の
題
意
と
『
寳
文
堂
書
目
』
著
録
の
一
致
す
る
三
篇
、
『
也
是
等
書
目
』

お
よ
び
『
懐
古
堂
書
目
』
著
録
の
十
一
篇
を
、
『
六
十
家
小
説
』
の
一

部
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

　
以
上
の
結
論
は
、
『
寳
交
堂
書
目
』
の
見
直
し
を
迫
る
だ
け
で
な
く
、

宋
代
に
す
で
に
話
本
が
存
在
し
た
と
い
う
考
え
方
に
も
疑
問
を
呈
す
る

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
元
刻
の
話
本
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
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は
、
『
全
相
季
話
五
種
』
『
五
代
史
卒
話
』
『
大
唐
三
藏
取
経
詩
話
』
『
大

唐
三
藏
取
経
記
』
『
新
編
紅
白
蜘
蛛
小
忌
』
（
残
一
頁
）
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
交
章
表
現
は
文
言
か
ら
白
話
へ
の
過
渡
的
段
階
と
い
う
べ
き

も
の
で
、
明
認
の
白
話
小
蔭
に
み
ら
れ
る
文
運
と
は
相
當
の
隔
た
り
が

あ
る
。
明
代
に
白
話
に
よ
る
書
記
表
現
が
進
歩
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

話
本
小
説
も
交
學
様
式
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

し
か
も
嘉
靖
刊
行
の
『
六
十
家
子
読
』
に
お
い
て
さ
え
．
な
お
文
言
を

含
む
様
々
な
陽
気
の
作
晶
が
混
在
し
て
お
り
、
話
本
小
論
の
様
式
は
確

立
の
過
程
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
話
本
小
論
が
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
表
現
様
式
を
獲
得
す
る
ま
で
の
過

程
を
、
ま
ず
文
學
や
憾
顔
の
立
場
か
ら
黒
鳥
に
研
究
し
．
そ
の
う
え
で

實
際
の
講
談
に
擁
す
る
歴
史
的
研
究
な
ど
と
あ
わ
ぜ
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
講
談
と
話
本
小
説
と
の
關
係
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
話
本
小
説
を
た
だ
ち
に
三
際
の
講
談
で
あ
る
か
の

よ
う
に
考
え
る
の
は
．
文
學
テ
ク
ス
ト
の
成
立
に
識
し
て
あ
ま
り
に
も

ナ
イ
ー
ブ
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
1
）
　
課
正
壁
『
三
言
爾
拍
資
料
』
（
上
海
古
籍
出
版
杜
、
　
一
九
八
○
）
、
小

　
　
規
陽
一
『
誓
言
二
選
挙
事
論
考
集
成
』
（
新
典
祉
、
　
一
九
八
一
）
な

　
　
ど
。

（
2
）
　
「
中
毒
小
説
史
略
し
第
十
二
篇
宋
之
話
本
（
『
魯
迅
全
集
第
九
巻
』
人

　
　
民
文
學
出
版
社
、
　
一
九
八
一
、
＝
二
頁
）
。
初
出
は
一
九
二
三
年
。

　
　
賊
軍
幽
堂
『
六
十
家
小
設
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
見
）

　
　
な
お
翻
繹
は
、
今
村
與
志
雄
課
「
中
國
小
読
史
略
嵐
（
『
魯
迅
全
集
1
1
』

　
　
學
習
研
究
謎
、
　
一
九
八
六
）
二
〇
四
頁
に
よ
る
。

（
3
）
　
増
田
渉
「
「
話
本
』
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
i
…
通
説
（
あ
る
い
は

　
　
定
論
）
へ
の
疑
聞
一
し
（
『
人
文
研
究
二
十
六
・
五
、
　
一
九
六
五
）

（
4
）
「
宋
元
話
本
存
秩
綜
考
」
（
『
話
本
與
旧
劇
臨
上
海
古
典
丈
學
出
版
従
、

　
　
一
九
五
六
）
六
頁
。

（
5
）
　
『
中
國
通
俗
小
説
書
冒
』
（
人
民
文
學
出
版
就
、
一
九
八
二
）
巻
一
宋

　
　
元
三
。
初
版
は
一
九
三
二
年
（
未
見
）
。

（
6
）
　
『
話
本
小
説
概
論
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
○
）
二
六
九
頁
以
下
。

（
7
）
　
「
寳
文
堂
書
罠
所
録
宋
元
明
人
話
本
考
』
（
『
話
本
與
古
諺
』
所
牧
）

（
8
）
　
『
話
本
小
説
概
論
』
四
九
五
頁
。

（
9
）
　
馬
下
「
影
邸
天
一
閣
紅
藍
雨
窩
集
献
枕
集
序
」
。
謹
正
三
校
黒
『
清

　
　
雫
山
堂
話
本
』
（
上
海
臣
籍
出
版
肚
、
一
九
八
七
）
に
附
録
さ
れ
た
も

　
　
の
に
よ
る
。
初
出
は
一
九
三
四
年
。

（
0
1
）
　
陳
汝
衡
『
説
書
史
話
』
（
作
家
出
版
肚
、
　
一
九
五
八
）
六
〇
頁
。
本

　
　
書
は
一
九
三
六
年
の
『
読
書
小
史
肢
（
未
見
）
を
増
補
し
た
も
の
。

（
1
1
）
　
「
記
元
刻
《
薪
編
紅
白
蜘
蛛
父
親
》
残
頁
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
　
一

　
　
九
八
二
・
一
）
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
、
注
七
。

（
1
2
）
　
黄
虞
稜
『
千
頃
堂
書
目
』
（
上
海
古
籍
出
版
就
、
一
九
九
〇
）
。
星
藻

　
　
父
子
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
葉
昌
熾
『
藏
書
紀
事
詩
』
（
古
典
文
學
出

　
　
版
肚
、
一
九
五
八
）
築
三
も
参
照
。

（
1
3
）
　
杜
漏
孚
纂
輯
、
周
光
培
・
空
軍
達
参
校
『
霊
代
版
刻
綜
録
』
（
江
蘇

　
　
三
三
古
籍
刻
印
杜
、
一
九
八
三
）

（
1
4
）
　
『
四
庫
全
書
纒
囲
提
要
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
、
三
会
江
杭
州
本

　
　
影
印
）
巻
八
十
七
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
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（
1
5
）
　
丁
申
『
武
林
藏
書
録
』
（
古
典
文
學
出
版
癒
、
一
九
五
七
）
巻
中
、

　
　
四
四
頁
。

（
1
6
）
　
現
在
流
布
し
て
い
る
影
印
本
は
、
『
清
卒
鞘
堂
話
本
』
（
文
學
古
籍
刊

　
　
行
学
、
一
九
八
七
）
。
し
か
し
、
藍
蝋
壁
空
界
本
の
凡
例
一
に
指
摘
が

　
　
あ
る
よ
う
に
、
修
改
が
施
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
晴
彦
「
互
い
に
補
い
合

　
　
う
《
清
卒
山
堂
話
本
》
の
排
印
本
と
影
印
本
」
（
『
東
方
』
九
六
、
一
九

　
　
八
九
二
ご
）
参
照
。
阿
車
懸
見
本
の
う
ち
、
　
一
種
は
阿
英
「
記
嘉
靖
本

　
　
輩
翠
軒
及
梅
杏
撃
春
」
（
諌
正
壁
校
黙
本
附
録
、
『
小
鷺
聞
談
』
原
載
）

　
　
に
、
も
う
一
種
は
阿
部
泰
記
「
『
窮
翠
軒
』
残
本
考
」
（
『
中
國
文
學
論

　
　
集
』
十
四
、
一
九
八
五
）
に
載
録
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
馬
廉
「
影
印
天
一
斎
殿
藏
雨
曇
集
数
枕
集
序
し

（
1
8
）
　
嘉
慶
四
年
序
刊
本
（
東
北
大
學
圖
書
館
藏
）
に
よ
る
。
光
緒
十
二
年

遅
　
上
海
雪
濠
書
局
糠
仁
和
朱
琉
璽
訂
本
に
は
、
「
本
家
小
説
」
を
載
せ
て

　
　
い
な
い
。

（
1
9
）
　
戴
望
事
「
賊
難
窃
激
枕
集
し
（
『
小
説
戯
懸
論
集
』
作
家
出
版
魅
、
一

　
　
九
五
八
）
五
七
頁
。

（
2
0
）
　
田
潔
斎
『
西
湖
遊
覧
士
心
』
（
上
海
古
籍
出
版
耐
、
　
一
九
八
○
）
校
勘

　
　
記
．
三
〇
九
頁
。

（
2
1
）
　
多
照
「
清
李
山
堂
話
本
序
醤
」
（
白
墨
半
音
瓢
『
清
軍
山
堂
話
本
』

　
　
附
録
）

（
2
2
）
　
一
九
九
〇
年
に
上
海
喪
祭
出
版
従
か
ら
影
印
さ
れ
た
『
壽
親
養
老
新

　
　
書
』
（
擦
清
同
治
九
年
刊
本
）
に
よ
れ
ぽ
、
そ
の
巻
三
は
「
太
上
玉
軸

　
　
六
字
氣
訣
し
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
巻
二
は
総
名
は
な
い
も
の
の
そ
の

　
　
内
容
は
「
食
治
養
老
達
し
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。
清
第
山
堂
刊
本

　
　
が
岡
治
刊
本
と
同
檬
の
構
成
で
あ
る
と
す
れ
ば
．
『
壽
親
養
老
新
書
』

漏
五

　
　
と
い
う
著
鋒
は
、
「
壽
親
養
老
漸
書
」
「
欝
欝
養
老
方
」
「
太
上
玉
軸
氣

　
　
訣
」
の
三
種
を
含
む
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
3
）
　
『
唐
詩
紀
事
』
に
は
嘉
靖
二
十
四
年
張
子
立
刊
本
、
『
夷
堅
志
』
に
は

　
　
嘉
靖
十
五
年
葉
邦
榮
刊
本
も
あ
る
。
し
か
し
張
子
立
は
出
東
黄
縣
の

　
　
人
、
葉
邦
榮
は
編
建
閾
縣
の
人
で
、
官
歴
か
ら
見
て
も
、
杭
州
で
購
版

　
　
し
た
可
能
性
は
低
い
。

（
2
4
）
　
阿
部
泰
記
「
『
輩
翠
軒
』
残
本
考
」
　
に
よ
れ
ぽ
、
版
心
に
そ
れ
ぞ
れ

　
　
「
梅
杏
争
春
」
「
輩
翠
軒
」
と
あ
る
と
い
う
。

（
2
5
）
　
孫
楷
第
『
漏
本
東
京
所
見
小
説
書
虞
』
（
人
民
文
學
出
版
肚
、
｝
九

　
　
五
八
）
七
頁
。

（
2
6
）
　
＝
一
九
頁
と
二
ご
七
頁
に
選
出
す
る
。
一
つ
は
「
繰
鷺
燈
記
」
に
作

　
　
る
。

（
2
7
）
　
「
寳
解
悟
書
蔭
所
録
単
元
闘
人
話
本
考
」
の
「
甲
　
現
在
禽
存
的
」

　
　
の
項
。
課
正
壁
は
「
萢
鰍
晃
讐
鏡
重
圓
」
（
警
1
2
）
を
「
薦
玉
梅
記
」

　
　
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
女
蔵
入
公
の
名
前
は
『
警
世
通
言
』
で

　
　
は
呂
順
寄
に
作
っ
て
お
り
、
薦
玉
梅
に
作
る
の
は
纏
茎
孫
『
京
本
通
俗

　
　
小
説
』
の
改
鼠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
創
除
し
た
。

（
％
）
　
話
本
小
説
が
宋
に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
例

　
　
え
ば
『
古
今
小
論
』
や
『
拍
案
郵
書
』
の
序
交
に
も
見
え
る
。
し
た
が

　
　
っ
て
、
「
宋
本
」
「
宋
人
小
説
」
と
い
う
注
記
は
必
ず
し
も
宋
本
そ
の
も

　
　
の
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
話
本
一
般
、
あ
る
い
は
「
赤
本
」
に
基
づ

　
　
い
た
『
六
十
家
小
説
』
を
指
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
9
）
　
玉
簡
齋
叢
書
所
牧
。

（
G
3
）
　
「
忍
人
詞
話
」
が
豊
野
通
り
朱
本
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

　
　
は
、
注
⑪
。
ω
お
よ
び
響
舜
。
馨
ド
舛
躍
騨
鯵
鋤
鍋
§
鳴
◎
ミ
ミ
題
恥
蝕
偽
為
的
誉
達
、
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溝
翠
由
堂
『
六
十
家
・
小
読
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
里
見
）

　
　
的
ミ
ミ
翁
ミ
ミ
舷
ミ
騨
添
ミ
ミ
論
魯
愛
§
蹴
9
ミ
特
題
ミ
§
噸
議
鱒
撃

　
　
く
9
9
a
α
雛
貯
。
謬
博
鴇
℃
触
⑦
器
憾
陣
Φ
刈
ω
の
七
頁
を
参
照
。

（
3
1
）
　
通
行
の
轡
雅
堂
叢
書
所
牧
の
四
巻
本
に
は
、
通
俗
小
設
は
全
く
著
録

　
　
さ
れ
て
い
な
い
。
孫
三
都
が
見
た
十
巻
の
四
三
稿
本
は
、
現
在
北
京
圖

　
　
書
館
所
望
の
抄
本
で
あ
る
。
『
北
京
圖
書
館
三
三
善
本
書
目
』
一
＝
一

　
　
六
頁
参
照
。

（
3
2
）
　
「
寳
文
堂
書
目
所
録
宋
元
明
人
話
本
考
し
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